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農道の補修

昨年の保全会通信で「追加を入れなければ
いけないかも」などと書いたせいか、大変な
事態が起こってしまいました。
あれだけ入れた補修剤が、ほとんど残って

いないのです。一体、どこへ飛んで行ったの
でしょう。頭の中は？(クエスチョンマーク)
が飛び交っています。

↑これが↓こうなった

雨上がりで見えにくいのですが、道路中央
から右へ三角形のへこみができています。
ともあれ、直さねばということで、補修剤

をごっそりぶち込みました。

水門の点検・整備

今年の 3月は、結構寒いのです。水門の側
にも残雪が。

誰ですか？ 「こんな寒い日には水なんて
触りたくない。」などとのたまうのは。
子供は風の子、寒くても平気 ？？？ 残

念、皆さん大きな子供でした。
通水試験の結果は上々、「さあ、いつ水が

来てもいいぞ！」と言いたいのですが、現実
は「田んぼの準備がまだでーす。」との合唱
デス。
懸案事項の門扉の塗装は……(書くな！書

いてはいかん。書けば左ページのように現実
になってしまうぞ！) はっ！しまった！も
う、書いてしまったじゃないか。やむを得な
い。皆さん、塗装の件は忘れてください。
という具合に逃げられれば良いのですが。

残念ながら、来年あたりには塗装やり直しに
なりそうです。

↓通水試験中

次回は令和 6年第 1号です。
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点検･機能診断

４月、新年度の始まりです。
毎年、年度初めの作業は点検と機能診断な

のですが、今回、初めて参加したメンバーか
らこんな疑問が出てきました。

「点検と機能診断て、どこが違うの？」
ハテ？どう違うのだっけ。確か、前に聞い

た覚えがあるのだけれど。とっさには出てき
ません。

確か、現状を確認するのが「点検」であり、
機能不全があるかどうかを確認するのが「機
能診断」だったような？

皆さんは、わかりますか？

泥上げ

今年も泥上げです。(農業やってる限り、
泥上げからは逃げられませんね。)

でも、塚越では、非農家の人も泥上げ作業
に参加します。何十年も前からそう決まって
いるのですが、当時の世代は、よく、決断し
たものだと、今更ながら感心せざるを得ませ
ん。

ともあれ、作業はつつがなく終了したので
すが、昨年から藻の発生がすごくなっており、
無視できないレベルとなりつつあります。

誰か、いい対処法があったら教えて！

共同草刈り

7月 19日、塚越集落共同草刈りです。

写真では見事に晴れ渡っていますが、ご存
じのように今年の 7月はとんでもない長雨続
きで、やっと晴れた久しぶりの晴れ間でした。

今年は、雨のために草の生長が早く、例年
なら 1 ヶ月間隔ぐらいでの草刈りなのに、2
～ 3週間で伸びてしまう状態でした。(当然、
草刈りもそれぐらいの間隔になるのですが、
何せ雨続きで間隔はめちゃくちゃです。)

作業自体は、天候が良かったおかげではか
どったのですが、なにしろ暑かった！

今年はやります長寿命化

昨年、工事を断念した長寿命化ですが、今
年はやりますよ！

現在、例年工事をしていただいている施工
会社様に概算予算を提示して、大体の工事延
長を見積もっているのですが、約 50 ｍぐら
いではないか、との返事を口頭でいただいて
おります。

決定次第、皆様にお知らせしますので、よ
ろしくお願いいたします。

次回は 3月に発行予定です。
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